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● 傾向と対策 ●
試験は、高等学校等での学習到達度を測ることを目的に教科書の学習範囲から出題します。

また、解答方法は全試験日・全問マーク式で、2教科を90分で解答します。

出題に際しては、例年と難易度を極力変えないように配慮しています。入試問題集などで過去の問題に取り組み、

出題形式・傾向を十分把握して、受験に向けた対策を立てることが効果的です。

なお、問題集には、科目ごとに前年度（2021年度）の出題内容、出題のねらい、その他学習上のアドバイスなどを講

評として掲載しています。受験勉強を進めていくうえで、出題者からのメッセージの中に大切なポイントとなる部分

が多く含まれていますので、よく読んで十分に対策を立ててください。

● 1点の重み ●
例年、マークミスや解答記入欄を間違えるなどの答案が見受けられます。合格ボーダーラインでは、同点で数十人

並んでいる学部もあります。1点の重みは大きく、ケアレスミスが合否に大きく影響しますので、注意して解答して

ください。

● 生命科学部産業生命科学科は文系科目でも受験可能 ●
公募推薦入試（総合評価型のみ）において、生命科学部産業生命科学科は文系／理系のどちらの科目でも受験がで

きます。したがって、生命科学部産業生命科学科を文系科目での受験を考えている受験生には、英語に加え国語また

は数学（文系科目）の過去問題が参考になるでしょう。

受験生のみなさんへ

大学の入試問題には、それぞれ独自の傾向があります。過去の問題に目を通し、設問形式、問題量、難

易などを研究して、出題傾向をつかみましょう。
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  公募推薦入試３つのポイント！！
 POINT １  現役生限定の入試。１日２出願、３日間で最大６出願できます。

 京都産業大学の公募推薦入試は､「現役生だけ出願可能」＝「一般選抜入試に比べてライバルが少ない」入試です。

 出願対象を現役生だけに設定しているのは、関西大手私立大学では、京都産業大学だけです。

 また、出願にあたり、「学習成績の状況」に基準はありません。

 なお、専願制入試ではありませんので、他大学との併願や一般選抜入試、国公立大学の受験も可能です。

 POINT ２  一般選抜入試と比べて、基礎的な学力を判定します。

 現役生を対象とした入試ですので、問われる学力は「基礎的な学力」です。

 試験の内容は、高等学校等での学習到達度を測ることを目的に、教科書の学習範囲から出題します。

 そのため、出題範囲が一般選抜入試と比較して限定されていることも特徴です。

※２教科を90分で解答します（全問マーク式）。

※国語は、古文・漢文を出題しません。

※数学は、数学Ⅲから出題しません。加えて文系学部は、数学Ｂ、数学Ｃからも出題しません。

 POINT ３ 資格や部活動なども評価します（総合評価型のみ）。

 試験と調査書の総合点が合格最低点に達しない場合に資格や部活動などの評価点を適用して合否判定をします。

 よって、資格や諸活動の実績がない場合でも、不利になることはありません。

 なお、資格や諸活動が複数該当する場合は、最も評価の高いものを１つだけ採用します。

※詳細は入試ガイドでご確認ください。

  生命科学部（産業生命科学科）は文系科目でも受験可能
 公募推薦入試（総合評価型のみ）において、生命科学部産業生命科学科は文系／理系のどちらの科目でも受験が

 できます。したがって、生命科学部産業生命科学科を文系科目での受験を考えている受験生には、英語に加え

 国語または数学（文系科目）の過去問題を参考にしてください。

■併願制度をさらに充実！
「法学部」と「文化学部」において学科併願制度を導入します。

 ■新入試方式！
　 公募推薦入試に「情報プラス型」を導入！（理学部・情報理工学部のみ）
    英語・数学に加えて、「情報」の基礎考査を行い、３科目（英語・数学・情報）で合否を判定します。

 ※詳細は入試ガイドおよび入試情報サイト（ＱＲコード参照）でご確認ください。

　　　　　　　≪入試情報サイト≫
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英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ
ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて

英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ

ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）
などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて

英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ
ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて

英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ

ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）
などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて

出題内容・出題のねらい
〔Ａ〕文法と語法

英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話文（読解）

会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解でき
るかをみます。

〔Ｃ〕長文読解
やや長い文章の理解力を総合的にみます。

〔Ｄ〕会話文（表現）
短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨拶
の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕：文法と語法

比較的よくできていましたが、熟語（11 月 16 日 (3)(7)、11
月 17 日 (5)(7)）、時制に関わる文法（11 月 17 日 (4)(8)）、語
法（11 月 17 日 (2)、11 月 23 日 (10)）の理解が不十分なと
ころもありました。11 月 16 日 (11)(13) では、空所の前後と
文法的・意味的につながらない形の選択肢を選んで間違える傾向
が見られました。選択肢だけを見るのではなく、空所の前後のつ
ながりにも注意してください。

〔Ｂ〕：会話文（読解）
比較的よくできていましたが、11 月 23 日 (16) では、空所を含
む文と直前の文の意味関係を見落として間違えた解答が多かったで
す。

〔Ｃ〕：長文読解
比較的よくできていましたが、11 月 16 日はやや正解率が低かっ
たです。それぞれのパラグラフ（段落）全体として何が書かれて
いるかを意識して読むことが大切です。11 月 16 日 (20)、11
月 23 日 (23) では、この意識が不十分で間違えた解答が多かっ
たです。11 月 17 日 (24) では、空所を含む文と直前の部分の
意味関係を見落として間違えた解答が多かったです。

〔Ｄ〕：会話文（表現）
やや正解率が低かったです。会話表現のきまり文句の知識を増
やすことが必要です。11 月 17 日 (25)(28)(30) のように、
語の意味の中心となるイメージを基に正解できる問題もありま
す。

アドバイス
　高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもでき
るだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピックの英
語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようになること
が大切です。
　さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レベ
ル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、テレ
ビ、ラジオやインターネットなどを利用して勉強するのもいいでしょう。
英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだり、漫画を
英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことにより、この試
験を受けるにあたって必要となる英語力を養うこともお薦めです。

〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良いで
しょう。文法書等で語法や慣用表現の知識を増やすことも必要で
す。

〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や全
体の流れから内容をとらえる必要があります。

〔Ｃ〕長文問題は、まず設問で何が問われているのかを大まかに頭に入
れてから文を読むと良いでしょう。その際、簡単にメモを取りな
がら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、内容
を把握できるように努めてください。また、わからない単語が出
てきても、文の構造、文の前後関係や全体の内容から推測して、
読み進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じていろ
いろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでなく、
どのような状況でどのように使用されているのかを理解すること
が重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈の中で覚
えて使えるようにしましょう。

約5,000語

試験日 11/16・17・23

文系・理系
共通科目

大
問

Ａ 45点（3点×15） 

Ｂ 12点（3点× 4 ） 

Ｃ 25点（5点× 5 ）

Ｄ 18点（3点× 6 ）

合計 100点

1



2

公募推薦入試（11 月 23 日）英語　文系・理系共通科目　2 科目　90 分



英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ
ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）

などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて

英

語

1

試験日 11／21 11／22 11／23

文系・理系
共通科目

大

問

Ａ 45点（3点×15） 45点（3点×15） 45点（3点×15）

Ｂ 12点（3点×4） 12点（3点×4） 12点（3点×4）

Ｃ 25点（5点×5） 25点（5点×5） 25点（5点×5）

Ｄ 18点（3点×6） 18点（3点×6） 18点（3点×6）

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
〔Ａ〕文法と語法
〔Ｂ〕会話文（読解）
〔Ｃ〕長文読解
〔Ｄ〕会話文（表現）

出題のねらい
〔Ａ〕英文法の基礎的な力がどのくらい身に付いているかをみます。
〔Ｂ〕会話の流れを把握し、全体の内容と個々の発話を正確に理解で

きるかをみます。
〔Ｃ〕やや長い文章の理解力を総合的にみます。
〔Ｄ〕短い会話における、特定の文脈や状況に即したきまり文句や挨

拶の表現などの使い方が理解できるかをみます。

結果を振り返って
〔Ａ〕の文法と語法については、コロケーション（文・句における語

の慣用的なつながり方）に関する知識を問う問題（11月21日の
（1）や11月23日の（1））の正答率が低かったようです。単語や
熟語を覚える際にはコロケーションとその用法に留意しましょ
う。また、動詞の用法（他動詞・自動詞・準動詞など）に関す
る知識を問う問題（11月22日の（8）や11月23日の（6）（9））の
正答率もやや低かったようです。文法を理解していないと、
〔Ａ〕だけでなく〔Ｂ〕以降の問題を解くことも難しくなります
ので、基本をよく復習しましょう。

〔Ｂ〕の会話文（読解）は比較的よくできていましたが、11月23日の
（19）など一部に正答率が低かった問題もあります。会話の前後
の流れをつかむことが必要です。

〔Ｃ〕の長文読解も比較的よくできていましたが、11月21日の（24）な
ど一部に正答率が低かった問題もあります。文脈に応じて文法
の知識を活用することが必要です。

〔Ｄ〕の会話文（表現）も比較的よくできていたものの、11月21日の
（29）や11月22日の（27）など、一部に正答率が低かった問題もあ
ります。会話の流れをつかみ、状況に即したきまり文句や表現
の知識を活用することが必要です。

アドバイス
高校の教科書を使って勉強することは重要ですが、それ以外にもで
きるだけ多くの英語に触れるように心掛けましょう。多様なトピック
の英語を理解し、正しい英語と間違った英語の違いがわかるようにな
ることが大切です。
さまざまな出版社から出ている「グレイディッド・リーダー」（レ

ベル別多読教材）やリスニング（多聴）教材が役に立ちます。また、
テレビやラジオ、インターネットなどを利用して勉強するのもいいで
しょう。英語の番組や映画を字幕で見たり、そのスクリプトを読んだ
り、漫画を英語で読んだりするなど、英語を使う機会を増やすことに
より、この試験を受けるにあたって必要となる英語力を養うことがで
きるでしょう。
〔Ａ〕文全体を読み、構文を把握してから問題の箇所を考えると良い

でしょう。
〔Ｂ〕会話において適切な表現を補充する問題です。文の前後関係や

全体の流れから内容をとらえる必要があります。
〔Ｃ〕長文問題は、まず設間で何が問われているのかを大まかに頭に

入れてから文を読むと良いでしよう。その際、簡単にメモを取
りながら、ポイントになる語句に目印を付けたりするなどして、
内容を把握できるように努めましょう。また、わからない単語
が出てきても、文の前後関係や全体の内容から推測して、読み
進められるように普段から練習しておきましょう。

〔Ｄ〕会話には慣用的な表現が出てきます。これらは状況に応じてい
ろいろな意味を持ちます。単に一つの意味を理解するだけでな
く、どのような状況でどのように使用されているのかを理解す
ることが重要です。教科書に出てくるような会話表現は、文脈
の中で覚えて使えるようにしましょう。

英語の語彙範囲について
単語の学習については、『ジーニアス英和辞典』（大修館）
などの学習者用辞書に示されている各単語の難易度を参考に
して、中学や高校で学習するとされている単語（『ジーニア
ス』の場合、⁑⁑か⁑の印がついている約4,250語）が理解
できるように準備をしましょう。それ以外にも、以下のよう
な単語の意味を推測できるようにしましょう。

（1）これらの語に接頭辞や接尾辞が加えられた「派生語」
（2）これらの語の中の複数を結合してできた「複合語」

（例）farmland
（3）文脈から意味が容易に理解できるもの
（4）外来語として英語から日本語に入っているもの

（例）drone

講評 英語公募推薦入試の採点を終えて
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公募推薦入試（11 月 23 日）英語　文系・理系共通科目　2 科目　90 分



４
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10

試験日 11／21 11／22 11／23

文系科目

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ」の範囲から出題しています。出題され
る問題は教科書にあるような基本的な問題を中心に、考える力や計算
力をみる問題からなっています。
11月21日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、対数関数、平面図形、整数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕確率（30点）
11月22日の出題内容
〔Ⅰ〕数と式、確率、データの分析、対数関数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕図形、微分法（30点）
11月23日の出題内容
〔Ⅰ〕数と式、指数関数、整数、三角関数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕確率（30点）

出題のねらい
出題のねらいは、基本事項の理解、計算力、数学的思考力をみるこ
とにあります。〔Ⅰ〕は基本事項の理解と計算力を問う問題です。〔Ⅱ〕
及び〔Ⅲ〕は、基本事項の理解と計算力を背景に数学的思考力を問う総
合的な問題です。

結果を振り返って
各設問ごとに気付いた点を列挙します。

11月21日
〔Ⅰ〕（1）ほぼすべての答案が正解でした。（2）正答率は7割程度で

す。（3）ス ～ チ の正答率は7、8割程度でしたが、 ツ ～
ニ は2割程度でした。（4）正答率は、1割程度です。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ までは8、9割程度の答案が正解でした。 シ ～
セ は6割程度の出来です。これ以降は、解答に要する計算が
多くなります。 ソ ～ タ の正答率は2割程度、 チ ～ ニ は
1割程度です。 ヌ ～ ネ はほとんど出来ていませんでした。

〔Ⅲ〕 ア ～ エ 、 ク ～ ケ は8割程度、 オ ～ キ 、 コ ～ チ
は3、4割程度の正答率です。 ツ ～ フ は、2n回の試行は
「2回の試行」を n回試行することであることから、「2回の試
行」に関する問いの結果を用いれば容易に解答できますが、正
答率は1割程度でした。

11月22日
〔Ⅰ〕（1）8、9割程度の答案が正解でした。（2）カ ～ ク は6、

7割程度、 ケ ～ サ は4割程度、 シ ～ ソ は1、2割程度
の出来です。（3）タ の正答率は8、9割程度、 チ ～ ツ は
3、4割程度です。（4）8割程度の出来です。

〔Ⅱ〕 ア ～ チ までは、8、9割程度の答案が正解です。 ツ ～
ネ は6割程度の出来ですが、 ノ ～ ホ は正答率が3割程度
まで下がりました。

〔Ⅲ〕「小学校」の算数で学習した知識も必要なため、出来が悪いよう
です。1、2割程度の出来でした。

11月23日
〔Ⅰ〕（1）9割程度の答案が正解でした。（2）6割程度の出来です。

（3）サ ～ タ は8割程度、 チ ～ ネ は3、4割程度の出来
でした。（4）解答に必要な計算量が多い出題でした。2、3割
程度の出来でした。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ は8、9割程度の答案が正解です。 シ ～ ツ は4
割程度の出来で、 テ ～ ノ は2割程度の出来でした。 ハ ～
ホ はほとんど出来ていません。

〔Ⅲ〕順列の数を求めることに帰着される確率の問題です。 ア ～
サ までが6割程度の正答率であるのに対し、 シ 、 ツ は3、
4割程度、 ス ～ チ 、 テ ～ ト は1、2割程度の出来です。

アドバイス
〔Ⅰ〕、〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕のいずれも教科書の基本的な事項を活用できれば
解答できる問題です。〔Ⅰ〕は項目別に教科書の練習問題や節末問題程
度の問題4題で構成されています。教科書の例題やその類似問題を勉
強しておけば、おおむね解答できるでしょう。〔Ⅱ〕及び〔Ⅲ〕は総合的
な観点からの出題で、複数の項目にわたる知識を自在に活用できる力
が要求されます。過去の本学の入学試験の問題等を参考に勉強をする
とよいと思います。

講評 数学（文系科目）公募推薦入試の採点を終えて
数
学（
文
系
）

11

数 学

（数学問題おわり）

11月21日実施分 文系科目 90分（2科目）

1 2

3 4

数
学（
文
系
）

11

数 学

（数学問題おわり）

11月21日実施分 文系科目 90分（2科目）

1 2

3 4
10

試験日 11／21 11／22 11／23

文系科目

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ」の範囲から出題しています。出題され
る問題は教科書にあるような基本的な問題を中心に、考える力や計算
力をみる問題からなっています。
11月21日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、対数関数、平面図形、整数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕確率（30点）
11月22日の出題内容
〔Ⅰ〕数と式、確率、データの分析、対数関数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕図形、微分法（30点）
11月23日の出題内容
〔Ⅰ〕数と式、指数関数、整数、三角関数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕確率（30点）

出題のねらい
出題のねらいは、基本事項の理解、計算力、数学的思考力をみるこ
とにあります。〔Ⅰ〕は基本事項の理解と計算力を問う問題です。〔Ⅱ〕
及び〔Ⅲ〕は、基本事項の理解と計算力を背景に数学的思考力を問う総
合的な問題です。

結果を振り返って
各設問ごとに気付いた点を列挙します。

11月21日
〔Ⅰ〕（1）ほぼすべての答案が正解でした。（2）正答率は7割程度で

す。（3）ス ～ チ の正答率は7、8割程度でしたが、 ツ ～
ニ は2割程度でした。（4）正答率は、1割程度です。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ までは8、9割程度の答案が正解でした。 シ ～
セ は6割程度の出来です。これ以降は、解答に要する計算が
多くなります。 ソ ～ タ の正答率は2割程度、 チ ～ ニ は
1割程度です。 ヌ ～ ネ はほとんど出来ていませんでした。

〔Ⅲ〕 ア ～ エ 、 ク ～ ケ は8割程度、 オ ～ キ 、 コ ～ チ
は3、4割程度の正答率です。 ツ ～ フ は、2n回の試行は
「2回の試行」を n回試行することであることから、「2回の試
行」に関する問いの結果を用いれば容易に解答できますが、正
答率は1割程度でした。

11月22日
〔Ⅰ〕（1）8、9割程度の答案が正解でした。（2）カ ～ ク は6、

7割程度、 ケ ～ サ は4割程度、 シ ～ ソ は1、2割程度
の出来です。（3）タ の正答率は8、9割程度、 チ ～ ツ は
3、4割程度です。（4）8割程度の出来です。

〔Ⅱ〕 ア ～ チ までは、8、9割程度の答案が正解です。 ツ ～
ネ は6割程度の出来ですが、 ノ ～ ホ は正答率が3割程度
まで下がりました。

〔Ⅲ〕「小学校」の算数で学習した知識も必要なため、出来が悪いよう
です。1、2割程度の出来でした。

11月23日
〔Ⅰ〕（1）9割程度の答案が正解でした。（2）6割程度の出来です。

（3）サ ～ タ は8割程度、 チ ～ ネ は3、4割程度の出来
でした。（4）解答に必要な計算量が多い出題でした。2、3割
程度の出来でした。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ は8、9割程度の答案が正解です。 シ ～ ツ は4
割程度の出来で、 テ ～ ノ は2割程度の出来でした。 ハ ～
ホ はほとんど出来ていません。

〔Ⅲ〕順列の数を求めることに帰着される確率の問題です。 ア ～
サ までが6割程度の正答率であるのに対し、 シ 、 ツ は3、
4割程度、 ス ～ チ 、 テ ～ ト は1、2割程度の出来です。

アドバイス
〔Ⅰ〕、〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕のいずれも教科書の基本的な事項を活用できれば
解答できる問題です。〔Ⅰ〕は項目別に教科書の練習問題や節末問題程
度の問題4題で構成されています。教科書の例題やその類似問題を勉
強しておけば、おおむね解答できるでしょう。〔Ⅱ〕及び〔Ⅲ〕は総合的
な観点からの出題で、複数の項目にわたる知識を自在に活用できる力
が要求されます。過去の本学の入学試験の問題等を参考に勉強をする
とよいと思います。

講評 数学（文系科目）公募推薦入試の採点を終えて

出題内容・出題のねらい
　「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ」の範囲から出題しています。出題される
問題は教科書にあるような基本的な問題を中心に、考える力や計算力を
みる問題からなっています。
11 月 16 日の出題内容
　〔Ⅰ〕数と式、指数と対数、三角関数、微分と積分（40 点）
　〔Ⅱ〕微分と積分（30 点）
　〔Ⅲ〕確率（30 点）

11 月 17 日の出題内容
　〔Ⅰ〕確率、指数と対数、式と方程式、場合の数（40 点）
　〔Ⅱ〕微分と積分（30 点）
　〔Ⅲ〕図形と方程式（30 点）

11 月 23 日の出題内容
　〔Ⅰ〕式と方程式、指数と対数、三角関数、図形と方程式（40 点）
　〔Ⅱ〕微分と積分（30 点）
　〔Ⅲ〕確率（30 点）

　出題のねらいは、基本事項の理解、計算力、数学的思考力をみること
にあります。〔Ⅰ〕は基本事項の理解と計算力を問う問題です。〔Ⅱ〕及
び〔Ⅲ〕は、基本事項の理解と計算力を背景に数学的思考力を問う総合
的な問題です。

結果を振り返って
11 月 16 日

〔Ⅰ〕（１）正答率は９割程度です。（２）５割程度の出来でした。（３）
あまり出来ていませんでした。正答率は 2 割程度です。（４）

テ ～ ナ は７、８割程度ですが、 ニ ～ ハ は４、５割程
度の出来でした。

〔Ⅱ〕 ア ～ オ は９割程度の正答率でした。 カ 、 キ は４割程
度の出来です。これ以降は出来が良くなく、１割程度の正答率と
なりました。

〔Ⅲ〕 ア ～ カ は８割程度の出来ですが、それ以降は正答率が２割
程度に下がりました。

11 月 17 日
〔Ⅰ〕（１）６割程度の正答率でした。（2）１割程度しか、出来ていませ

んでした。（３）３割程度の出来です。（４）４割程度の出来でした。
〔Ⅱ〕 ア ～ カ は９割程度の正答率で、 キ ～ サ は５割程度の

正答率です。これ以降は出来が良くなく、１割程度の正答率とな
りました。

〔Ⅲ〕 ア ～ エ は９割程度の正答率で、 オ ～ シ は５、６割程
度の正答率です。 ス ～ タ は２割程度の出来ですが、 チ 、

ツ で１割程度の出来でした。 テ ～ ニ はほとんど出来てい
ませんでした。

11 月 23 日
〔Ⅰ〕（１）４割程度の正答率でした。（２） カ 、 キ は８割、 ク 、

ケ は５割、 コ は１、２割程度の出来です。（３）５、６割程

度の出来でした。（４）正答率は４割程度です。
〔Ⅱ〕出来が良くありません。正答率は１割未満です。見慣れない出題

だったため、手を付けなかった受験生が多かったのかもしれませ
ん。

〔Ⅲ〕比較的、取り組みやすい出題だったようです。 ア ～ カ は９割、
キ ～ ケ は８割、 コ ～ ソ は６、７割、 タ ～ テ は

５割、 ト ～ ネ は２割程度の出来でした。

アドバイス
　〔Ⅰ〕、〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕のいずれも教科書の基本的な事項を活用できれば
解答できる問題です。〔Ⅰ〕は項目別に教科書の練習問題や節末問題程
度の問題 4 題で構成されています。教科書の例題やその類似問題を勉強
しておけば、おおむね解答できるでしょう。〔Ⅱ〕及び〔Ⅲ〕は総合的
な観点からの出題で、複数の項目にわたる知識を自在に活用できる力が
要求されます。過去の本学の入学試験の問題等を参考に勉強をするとよ
いと思います。全体として、簡単な頻出問題について、取りこぼしを減
らすことはもちろんですが、頻出ではない（あるいは、目新しい）が難
しくない問題について、基礎的な事項の理解を深めるなどの対策で正答
率を上げることが重要なように思います。

試験日 11/16・17・23

文系科目
大
問

Ⅰ 40点
Ⅱ 30点
Ⅲ 30点

合計 100点

５
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試験日 11／21 11／22 11／23

理系科目

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ」の範囲から出題しています。
問題は、教科書にあるような基本的な問題、考える力をみる問題、計
算力を問う問題からなっています。
11月21日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、対数関数、三角関数、場合の数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕ベクトル、不等式（30点）
11月22日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、平面図形、対数関数、数列（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕ベクトル、図形（30点）
11月23日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、ベクトル、対数関数、三角関数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕数列（30点）

出題のねらい
出題のねらいは、基本事項を理解しているか、数学的思考力が備
わっているか、計算力が身に付いているかをみることにあります。
〔Ⅰ〕は教科書の練習問題から節末問題程度の問題で構成され、基本
事項の理解と基礎的な計算力を問う問題です。ほぼ全問解けることが
期待されます。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕は、基礎事項の応用力と構成力、それに数学的思考力を
問う問題です。問題に応じて必要な基礎知識を組み合わせて用いて解
答することになります。また、設問によっては、かなりの計算力を必
要とします。

結果を振り返って
11月21日
〔Ⅰ〕（1）6割程度の答案が正解です。（2）正答率は3割程度です。

（3）3、4割程度の答案が正解です。（4）3割程度の正答率で
した。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ までは8割程度の答案が正解でした。 シ ～ セ は
5、6割程度の出来です。これ以降は、解答に要する計算が多
くなります。 ソ 、 タ の正答率は2割程度、 チ ～ ニ は1
割程度です。 ヌ 、 ネ はほとんど出来ていませんでした。

〔Ⅲ〕 ア ～ セ までは8割程度の正答率でした。 ソ ～ ニ は3、
4割程度、 ヌ ～ ハ は1割程度の正答率になりました。

11月22日
〔Ⅰ〕（1）7、8割程度の答案が正解です。（2）正答率は4、5割程

度です。（3）正答率は2、3割程度です。（4）正答率は2、3
割程度です。

〔Ⅱ〕 ア ～ チ までは、8割程度の答案が正解です。 ツ ～ ネ は
5、6割程度の出来ですが、 ノ ～ ホ は正答率が2、3割程
度までに下がりました。

〔Ⅲ〕 ア ～ エ は9割程度の答案が正解です。 オ ～ コ は6、7
割程度の正答率です。 サ ～ シ は r，s，t の連立1次方程式
の解を求めれば解答できますが、1、2割程度の正答率です。
ス ～ チ は4割程度の正答率ですが、 ツ ～ ホ はほとんど
出来ていませんでした。

11月23日
〔Ⅰ〕（1）9割程度の出来です。（2）2割程度の出来です。（3）6、

7割程度の答案が正解です。（4）コ ～ ス は4～7割程度の
出来です。 セ ～ チ は解答に要する計算量が多く、ほとんど
出来ていませんでした。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ は8、9割程度の答案が正解です。 シ ～ ツ は4、
5割程度の出来で、 テ ～ ノ は2、3割程度の出来でした。
ハ ～ ホ はほとんど出来ていません。

〔Ⅲ〕 ア ～ カ は9割程度の出来です。 キ ～ ケ は6、7割程度
の出来でした。 コ ～ チ は1割程度の出来ですが、 ツ ～
ト は3割程度の答案が正解でした。

アドバイス
〔Ⅰ〕は項目別に教科書の練習問題や節末問題程度の問題4題で構成
されています。教科書の例題やその類似問題を勉強しておけば、おお
むね解答できたはずです。また、1問1問は易しくても、多様な問題
が続くと頭の整理が付きにくい場合もあります。普段から多様な問題
にあたっておくことをお薦めします。
〔Ⅱ〕および〔Ⅲ〕は総合的な観点からの出題で、複数の項目にわたる
知識を自在に活用できる力が要求されます。穴埋め式の問題では、記
述式の問題以上に、あるところで間違え、間違えをそのまま修正でき
なかった場合に、それ以降の部分でも得点を期待することができませ
ん。初めの幾つかの設問は、それ以降の問題を設定するための導入的
なものです。ここで、これまでの解答を点検し、あわせて、関連事項
を整理することをお薦めします。また、過去の本学の入学試験の問題
等を参考にして勉強することをお薦めします。各試験の試験時間に合
わせた問題練習もお薦めします。

講評 数学（理系科目）公募推薦入試の採点を終えて

数
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理
系
）
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試験日 11／21 11／22 11／23

理系科目

大

問

Ⅰ 40点 40点 40点
Ⅱ 30点 30点 30点
Ⅲ 30点 30点 30点

合 計 100点 100点 100点
■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題内容
「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ」の範囲から出題しています。
問題は、教科書にあるような基本的な問題、考える力をみる問題、計
算力を問う問題からなっています。
11月21日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、対数関数、三角関数、場合の数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕ベクトル、不等式（30点）
11月22日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、平面図形、対数関数、数列（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕ベクトル、図形（30点）
11月23日の出題内容
〔Ⅰ〕因数分解、ベクトル、対数関数、三角関数（40点）
〔Ⅱ〕微分法と積分法（30点）
〔Ⅲ〕数列（30点）

出題のねらい
出題のねらいは、基本事項を理解しているか、数学的思考力が備
わっているか、計算力が身に付いているかをみることにあります。
〔Ⅰ〕は教科書の練習問題から節末問題程度の問題で構成され、基本
事項の理解と基礎的な計算力を問う問題です。ほぼ全問解けることが
期待されます。
〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕は、基礎事項の応用力と構成力、それに数学的思考力を
問う問題です。問題に応じて必要な基礎知識を組み合わせて用いて解
答することになります。また、設問によっては、かなりの計算力を必
要とします。

結果を振り返って
11月21日
〔Ⅰ〕（1）6割程度の答案が正解です。（2）正答率は3割程度です。

（3）3、4割程度の答案が正解です。（4）3割程度の正答率で
した。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ までは8割程度の答案が正解でした。 シ ～ セ は
5、6割程度の出来です。これ以降は、解答に要する計算が多
くなります。 ソ 、 タ の正答率は2割程度、 チ ～ ニ は1
割程度です。 ヌ 、 ネ はほとんど出来ていませんでした。

〔Ⅲ〕 ア ～ セ までは8割程度の正答率でした。 ソ ～ ニ は3、
4割程度、 ヌ ～ ハ は1割程度の正答率になりました。

11月22日
〔Ⅰ〕（1）7、8割程度の答案が正解です。（2）正答率は4、5割程

度です。（3）正答率は2、3割程度です。（4）正答率は2、3
割程度です。

〔Ⅱ〕 ア ～ チ までは、8割程度の答案が正解です。 ツ ～ ネ は
5、6割程度の出来ですが、 ノ ～ ホ は正答率が2、3割程
度までに下がりました。

〔Ⅲ〕 ア ～ エ は9割程度の答案が正解です。 オ ～ コ は6、7
割程度の正答率です。 サ ～ シ は r，s，t の連立1次方程式
の解を求めれば解答できますが、1、2割程度の正答率です。
ス ～ チ は4割程度の正答率ですが、 ツ ～ ホ はほとんど
出来ていませんでした。

11月23日
〔Ⅰ〕（1）9割程度の出来です。（2）2割程度の出来です。（3）6、

7割程度の答案が正解です。（4）コ ～ ス は4～7割程度の
出来です。 セ ～ チ は解答に要する計算量が多く、ほとんど
出来ていませんでした。

〔Ⅱ〕 ア ～ サ は8、9割程度の答案が正解です。 シ ～ ツ は4、
5割程度の出来で、 テ ～ ノ は2、3割程度の出来でした。
ハ ～ ホ はほとんど出来ていません。

〔Ⅲ〕 ア ～ カ は9割程度の出来です。 キ ～ ケ は6、7割程度
の出来でした。 コ ～ チ は1割程度の出来ですが、 ツ ～
ト は3割程度の答案が正解でした。

アドバイス
〔Ⅰ〕は項目別に教科書の練習問題や節末問題程度の問題4題で構成
されています。教科書の例題やその類似問題を勉強しておけば、おお
むね解答できたはずです。また、1問1問は易しくても、多様な問題
が続くと頭の整理が付きにくい場合もあります。普段から多様な問題
にあたっておくことをお薦めします。
〔Ⅱ〕および〔Ⅲ〕は総合的な観点からの出題で、複数の項目にわたる
知識を自在に活用できる力が要求されます。穴埋め式の問題では、記
述式の問題以上に、あるところで間違え、間違えをそのまま修正でき
なかった場合に、それ以降の部分でも得点を期待することができませ
ん。初めの幾つかの設問は、それ以降の問題を設定するための導入的
なものです。ここで、これまでの解答を点検し、あわせて、関連事項
を整理することをお薦めします。また、過去の本学の入学試験の問題
等を参考にして勉強することをお薦めします。各試験の試験時間に合
わせた問題練習もお薦めします。

講評 数学（理系科目）公募推薦入試の採点を終えて

出題内容・出題のねらい
　「数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ（数列）、数学 C（ベクトル）」の
範囲から出題しています。問題は、教科書にあるような基本的な問題、
考える力をみる問題、計算力を問う問題からなっています。
11 月 16 日の出題内容
　〔Ⅰ〕式と方程式、ベクトル、数列、指数と対数（40 点）
　〔Ⅱ〕微分と積分（30 点）
　〔Ⅲ〕確率（30 点）

11 月 17 日の出題内容
　〔Ⅰ〕数と式、数列、三角関数、指数と対数（40 点）
　〔Ⅱ〕微分と積分（30 点）
　〔Ⅲ〕ベクトル（30 点）

11 月 23 日の出題内容
　〔Ⅰ〕数と式、数列、確率、指数と対数（40 点）
　〔Ⅱ〕微分と積分（30 点）
　〔Ⅲ〕図形と方程式（30 点）

　出題のねらいは、基本事項を理解しているか、数学的思考力が備わっ
ているか、計算力が身に付いているかをみることにあります。
　〔Ⅰ〕は教科書の練習問題から節末問題程度の問題で構成され、基本
事項の理解と基礎的な計算力を問う問題です。ほぼ全問解けることが期
待されます。
　〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕は、基礎事項の応用力と構成力、それに数学的思考力を
問う問題です。問題に応じて必要な基礎知識を組み合わせて解答するこ
とになります。また、設問によっては、かなりの計算力を必要とします。

結果を振り返って
11 月 16 日

〔Ⅰ〕（１）正答率は ア 、 イ が９割程度で、 ウ ～ オ が５割程
度です。（２） カ ～ ケ が８割程度であるのに対して、 コ
～ ス は３割程度の出来でした。（３） セ は８、９割が正解で
あったのに対して、 ソ ～ テ の正答率は５割程度です。（４）

ト が９割程度であるのに対して、 ナ ～ ヌ は２割程度の出
来でした。

〔Ⅱ〕 ア ～ オ は９割程度の正答率でした。 カ 、 キ は５割程
度の出来です。これ以降は出来が良くなく、１割程度の正答率と
なりました。

〔Ⅲ〕 ア ～ ケ は７、８割程度の出来です。 コ ～ ソ が４割程
度の出来です。それ以降は正答率が１割程度に下がりました。

11 月 17 日
〔Ⅰ〕（１）８、９割程度の正答率でした。（２） カ 、 キ は７割程

度でしたが、 ク ～ サ は１割程度しか、出来ていませんでし
た。（３） シ 、 ス は４、５割程度の出来です。 セ ～ タ
は計算量が多く、ほとんど出来ていません。（４） チ ～ テ は
４、５割程度の出来です。 ト ～ ニ は１割程度しか、出来て
いません。

〔Ⅱ〕 ア ～ カ は８割程度の正答率で、 キ ～ サ は４、５割程
度の正答率です。これ以降は出来が良くなく、１割程度の正答率
となりました。

〔Ⅲ〕 ア ～ ウ は８、９割程度の正答率で、 エ ～ テ は４割程
度の正答率です。ここまでが出来ていれば、それ以降は簡単なの
ですが、正答率が１割程度でした。

11 月 23 日
〔Ⅰ〕（１）８、９割程度の正答率でした。（２）８割程度の出来です。（３）

タ 、 チ が６、７割程度の出来であるのに対して、 ツ 、
テ は１、２割程度の出来でした。（４） ト 、 ナ は９割、
ニ ～ ネ は４、５割、 ノ は１、２割程度の正答率です。

〔Ⅱ〕出来が良くありません。正答率は１割程度です。見慣れない出題
だったため、手を付けなかった受験生が多かったのかもしれませ
ん。

〔Ⅲ〕 ア ～ セ で７割程度の正答率があります。これ以降は出来が
良くなく、２割程度の正答率となりました。

アドバイス
　〔Ⅰ〕は項目別に教科書の練習問題や節末問題程度の問題 4 題で構成
されています。教科書の例題やその類似問題を勉強しておけば、おおむ
ね解答できたはずです。また、1 問 1 問は易しくても、多様な問題が
続くと頭の整理がつきにくい場合もあります。普段から多様な問題にあ
たっておくことをお薦めします。
　〔Ⅱ〕および〔Ⅲ〕は総合的な観点からの出題で、複数の項目にわた
る知識を自在に活用できる力が要求されます。穴埋め式の問題では、記
述式の問題以上に、ある箇所で間違えてそのまま修正できなかった場合、
それ以降の部分でも得点を期待することができません。初めの幾つかの
設問は、それ以降の問題を設定するための導入的なものです。ここで、
これまでの解答を点検し、あわせて、関連事項を整理することをお薦め
します。
　全体として、簡単な頻出問題について、取りこぼしを減らすことはも
ちろんですが、頻出ではない（あるいは、目新しい）が難しい問題につ
いて、基礎的な事項の理解を深めるなどの対策をして正答率を上げるこ
とが重要なように思います。
　また、過去の本学の入学試験の問題等にあたることや、各試験の試験
時間に合わせた問題練習もお薦めします。

試験日 11/16・17・23

理系科目
大
問

Ⅰ 40点
Ⅱ 30点
Ⅲ 30点

合計 100点

７
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出題内容
公募推薦入試の国語は、一般選抜入試とは異なり、受験生の高等学
校における学習到達度をはかることを目的としています。したがって、
出題する文章もこの目的にかなったものを選んでいます。
出題対象は現代文に限定し、例年、大問を二題用意しています。
〔一〕論説的な文章（配点50点）、〔二〕文学的な文章（同50点）と
いう構成です。すべてマーク方式で、各設問の選択肢は4～5つが標
準です。
2021年度の出典は、〔一〕が前田健太郎『女性のいない民主主義』、
寺田寅彦「科学者と芸術家」、青山拓央『心にとって時間とは何か』
で、〔二〕が竹西寛子「いつより秋の色ならむ」、津村記久子「篠村兄

おんちょう

弟の恩寵」、石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』でした。

出題のねらい
前田健太郎『女性のいない民主主義』を出典とする本文は、従来の
福祉国家論においてジェンダーの視点が欠けていたことを指摘し、複
数の学説の違いを例を挙げて説明しています。寺田寅彦「科学者と芸
術家」を出典とする本文は、科学者と芸術家は物の見方や捉え方が正
反対だと考えられることがあるが、取り扱う対象の内容に大きな違い
があっても両者は観察や創造を生命とするなど共通点が多いことを述
べています。青山拓央『心にとって時間とは何か』を出典とする本文
は、時間のはやさに関して漢字表記の問題も絡めながら哲学的な考察
をしたもので、「時間が幾倍かの速さで流れる」というのは意味が不
明瞭な表現であることなどを論じています。竹西寛子「いつより秋の
色ならむ」は、筆者が秋の若狭街道を訪れた時の回想とその後の体験
をまじえて語ったもので、物事やその変化に対する感じ方や気付き方
について述べています。津村記久子「篠村兄弟の恩寵」を出典とする
本文は、早くに両親を亡くした主人公が幼い弟を思いやる気持ちと、
憧れのサッカー選手を通して兄弟との距離が近づいたり離れたりする

様子を描いています。石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』を出典と
する本文は、1950年代に熊本県八代海に流された工場排水によって生
じた水銀中毒による神経疾患に苦しむ患者たちが医師の診察を受ける
場面を描いています。
いずれの問題も、文章の趣旨を理解し、話の展開を論理的に把握で
きるかどうかを見ています。基礎学力を身に付けることは、高等学校
における国語の到達目標であると同時に大学での学びの前提にもなり
ます。

結果を振り返って
●11月21日
〔一〕前田健太郎『女性のいない民主主義』
ほとんどの問題で6割以上の正答率でした。正答率が低かったもの
について、以下にコメントします。（問一）ｃ正答率は3割弱でした。
「享受」の意味を選ぶ問題ですが、2（これは「甘受」の意味）を選
んだものが約5割ありました。（問八）②正答率は約3割でした。第
6段落から第15段落の見出しをつける問題です。選択肢2の「福祉レ
ジーム論とフェミニスト福祉国家論」が第6段落～第8段落（福祉レ
ジーム論）と第9段落～第15段落（フェミニスト福祉国家論）の内容
を正確に示しているので正解です。選択肢4の「福祉国家の脱商品化
機能とジェンダー規範」を選択する人が多くいましたが、正解に比較
すると部分的です。（問九）正答率は5割弱でした。5を選んだもの
が2割以上ありましたが、これは第15段落の内容に近いため「明らか
に合致しな

●

い
●

」という設問の条件から外れています。
〔二〕竹西寛子「いつより秋の色ならむ」
（問一）正答率はアが約5割、イが約2割、ウが約8割、エが約9
割5分、オが約4割。イで3を選択したものが多かったが、「土蔵」
が未知の語であったからかと思われます。オについても「彼我」とい
う語を知らないために正解に至らなかったものが多いように思われま
す。日頃から語彙量を増やすよう心がけてください。（問二）時間の

11／21

大
問

一

問一 6点（2点×3）
問二 4点（2点×2）
問三 9点（3点×3）
問四 5点
問五 5点
問六 5点
問七 6点（3点×2）
問八 4点（2点×2）
問九 6点

二

問一 10点（2点×5）
問二 5点
問三 4点
問四 6点（3点×2）
問五 5点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 5点

合 計 100点

11／22

大
問

一

問一 10点（2点×5）
問二 3点
問三 3点
問四 4点
問五 3点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 3点
問十 4点
問十一 5点

二

問一 10点（2点×5）
問二 8点（2点×4）
問三 4点
問四 4点
問五 5点
問六 5点
問七 4点
問八 5点
問九 5点

合 計 100点

11／23

大
問

一

問一 6点（2点×3）
問二 2点
問三 2点
問四 5点
問五 3点
問六 3点
問七 5点
問八 5点
問九 2点
問十 5点
問十一 2点
問十二 5点
問十三 5点
問一 10点（2点×5）

二

問二 4点（2点×2）
問三 5点
問四 3点
問五 5点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 5点
問十 3点

合 計 100点

試験日

文系

講評 国語公募推薦入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日・全問マーク式

国

語
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流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。

国
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流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。
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出題内容
公募推薦入試の国語は、一般選抜入試とは異なり、受験生の高等学
校における学習到達度をはかることを目的としています。したがって、
出題する文章もこの目的にかなったものを選んでいます。
出題対象は現代文に限定し、例年、大問を二題用意しています。
〔一〕論説的な文章（配点50点）、〔二〕文学的な文章（同50点）と
いう構成です。すべてマーク方式で、各設問の選択肢は4～5つが標
準です。
2021年度の出典は、〔一〕が前田健太郎『女性のいない民主主義』、
寺田寅彦「科学者と芸術家」、青山拓央『心にとって時間とは何か』
で、〔二〕が竹西寛子「いつより秋の色ならむ」、津村記久子「篠村兄

おんちょう

弟の恩寵」、石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』でした。

出題のねらい
前田健太郎『女性のいない民主主義』を出典とする本文は、従来の
福祉国家論においてジェンダーの視点が欠けていたことを指摘し、複
数の学説の違いを例を挙げて説明しています。寺田寅彦「科学者と芸
術家」を出典とする本文は、科学者と芸術家は物の見方や捉え方が正
反対だと考えられることがあるが、取り扱う対象の内容に大きな違い
があっても両者は観察や創造を生命とするなど共通点が多いことを述
べています。青山拓央『心にとって時間とは何か』を出典とする本文
は、時間のはやさに関して漢字表記の問題も絡めながら哲学的な考察
をしたもので、「時間が幾倍かの速さで流れる」というのは意味が不
明瞭な表現であることなどを論じています。竹西寛子「いつより秋の
色ならむ」は、筆者が秋の若狭街道を訪れた時の回想とその後の体験
をまじえて語ったもので、物事やその変化に対する感じ方や気付き方
について述べています。津村記久子「篠村兄弟の恩寵」を出典とする
本文は、早くに両親を亡くした主人公が幼い弟を思いやる気持ちと、
憧れのサッカー選手を通して兄弟との距離が近づいたり離れたりする

様子を描いています。石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』を出典と
する本文は、1950年代に熊本県八代海に流された工場排水によって生
じた水銀中毒による神経疾患に苦しむ患者たちが医師の診察を受ける
場面を描いています。
いずれの問題も、文章の趣旨を理解し、話の展開を論理的に把握で
きるかどうかを見ています。基礎学力を身に付けることは、高等学校
における国語の到達目標であると同時に大学での学びの前提にもなり
ます。

結果を振り返って
●11月21日
〔一〕前田健太郎『女性のいない民主主義』
ほとんどの問題で6割以上の正答率でした。正答率が低かったもの
について、以下にコメントします。（問一）ｃ正答率は3割弱でした。
「享受」の意味を選ぶ問題ですが、2（これは「甘受」の意味）を選
んだものが約5割ありました。（問八）②正答率は約3割でした。第
6段落から第15段落の見出しをつける問題です。選択肢2の「福祉レ
ジーム論とフェミニスト福祉国家論」が第6段落～第8段落（福祉レ
ジーム論）と第9段落～第15段落（フェミニスト福祉国家論）の内容
を正確に示しているので正解です。選択肢4の「福祉国家の脱商品化
機能とジェンダー規範」を選択する人が多くいましたが、正解に比較
すると部分的です。（問九）正答率は5割弱でした。5を選んだもの
が2割以上ありましたが、これは第15段落の内容に近いため「明らか
に合致しな

●

い
●

」という設問の条件から外れています。
〔二〕竹西寛子「いつより秋の色ならむ」
（問一）正答率はアが約5割、イが約2割、ウが約8割、エが約9
割5分、オが約4割。イで3を選択したものが多かったが、「土蔵」
が未知の語であったからかと思われます。オについても「彼我」とい
う語を知らないために正解に至らなかったものが多いように思われま
す。日頃から語彙量を増やすよう心がけてください。（問二）時間の

11／21

大
問

一

問一 6点（2点×3）
問二 4点（2点×2）
問三 9点（3点×3）
問四 5点
問五 5点
問六 5点
問七 6点（3点×2）
問八 4点（2点×2）
問九 6点

二

問一 10点（2点×5）
問二 5点
問三 4点
問四 6点（3点×2）
問五 5点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 5点

合 計 100点

11／22

大
問

一

問一 10点（2点×5）
問二 3点
問三 3点
問四 4点
問五 3点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 3点
問十 4点
問十一 5点

二

問一 10点（2点×5）
問二 8点（2点×4）
問三 4点
問四 4点
問五 5点
問六 5点
問七 4点
問八 5点
問九 5点

合 計 100点

11／23

大
問

一

問一 6点（2点×3）
問二 2点
問三 2点
問四 5点
問五 3点
問六 3点
問七 5点
問八 5点
問九 2点
問十 5点
問十一 2点
問十二 5点
問十三 5点
問一 10点（2点×5）

二

問二 4点（2点×2）
問三 5点
問四 3点
問五 5点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 5点
問十 3点

合 計 100点

試験日

文系

講評 国語公募推薦入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日・全問マーク式
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出題内容
公募推薦入試の国語は、一般選抜入試とは異なり、受験生の高等学
校における学習到達度をはかることを目的としています。したがって、
出題する文章もこの目的にかなったものを選んでいます。
出題対象は現代文に限定し、例年、大問を二題用意しています。
〔一〕論説的な文章（配点50点）、〔二〕文学的な文章（同50点）と
いう構成です。すべてマーク方式で、各設問の選択肢は4～5つが標
準です。
2021年度の出典は、〔一〕が前田健太郎『女性のいない民主主義』、
寺田寅彦「科学者と芸術家」、青山拓央『心にとって時間とは何か』
で、〔二〕が竹西寛子「いつより秋の色ならむ」、津村記久子「篠村兄
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弟の恩寵」、石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』でした。

出題のねらい
前田健太郎『女性のいない民主主義』を出典とする本文は、従来の
福祉国家論においてジェンダーの視点が欠けていたことを指摘し、複
数の学説の違いを例を挙げて説明しています。寺田寅彦「科学者と芸
術家」を出典とする本文は、科学者と芸術家は物の見方や捉え方が正
反対だと考えられることがあるが、取り扱う対象の内容に大きな違い
があっても両者は観察や創造を生命とするなど共通点が多いことを述
べています。青山拓央『心にとって時間とは何か』を出典とする本文
は、時間のはやさに関して漢字表記の問題も絡めながら哲学的な考察
をしたもので、「時間が幾倍かの速さで流れる」というのは意味が不
明瞭な表現であることなどを論じています。竹西寛子「いつより秋の
色ならむ」は、筆者が秋の若狭街道を訪れた時の回想とその後の体験
をまじえて語ったもので、物事やその変化に対する感じ方や気付き方
について述べています。津村記久子「篠村兄弟の恩寵」を出典とする
本文は、早くに両親を亡くした主人公が幼い弟を思いやる気持ちと、
憧れのサッカー選手を通して兄弟との距離が近づいたり離れたりする

様子を描いています。石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』を出典と
する本文は、1950年代に熊本県八代海に流された工場排水によって生
じた水銀中毒による神経疾患に苦しむ患者たちが医師の診察を受ける
場面を描いています。
いずれの問題も、文章の趣旨を理解し、話の展開を論理的に把握で
きるかどうかを見ています。基礎学力を身に付けることは、高等学校
における国語の到達目標であると同時に大学での学びの前提にもなり
ます。

結果を振り返って
●11月21日
〔一〕前田健太郎『女性のいない民主主義』
ほとんどの問題で6割以上の正答率でした。正答率が低かったもの
について、以下にコメントします。（問一）ｃ正答率は3割弱でした。
「享受」の意味を選ぶ問題ですが、2（これは「甘受」の意味）を選
んだものが約5割ありました。（問八）②正答率は約3割でした。第
6段落から第15段落の見出しをつける問題です。選択肢2の「福祉レ
ジーム論とフェミニスト福祉国家論」が第6段落～第8段落（福祉レ
ジーム論）と第9段落～第15段落（フェミニスト福祉国家論）の内容
を正確に示しているので正解です。選択肢4の「福祉国家の脱商品化
機能とジェンダー規範」を選択する人が多くいましたが、正解に比較
すると部分的です。（問九）正答率は5割弱でした。5を選んだもの
が2割以上ありましたが、これは第15段落の内容に近いため「明らか
に合致しな

●

い
●

」という設問の条件から外れています。
〔二〕竹西寛子「いつより秋の色ならむ」
（問一）正答率はアが約5割、イが約2割、ウが約8割、エが約9
割5分、オが約4割。イで3を選択したものが多かったが、「土蔵」
が未知の語であったからかと思われます。オについても「彼我」とい
う語を知らないために正解に至らなかったものが多いように思われま
す。日頃から語彙量を増やすよう心がけてください。（問二）時間の

11／21

大
問

一

問一 6点（2点×3）
問二 4点（2点×2）
問三 9点（3点×3）
問四 5点
問五 5点
問六 5点
問七 6点（3点×2）
問八 4点（2点×2）
問九 6点

二

問一 10点（2点×5）
問二 5点
問三 4点
問四 6点（3点×2）
問五 5点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 5点

合 計 100点

11／22

大
問

一

問一 10点（2点×5）
問二 3点
問三 3点
問四 4点
問五 3点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 3点
問十 4点
問十一 5点

二

問一 10点（2点×5）
問二 8点（2点×4）
問三 4点
問四 4点
問五 5点
問六 5点
問七 4点
問八 5点
問九 5点

合 計 100点

11／23

大
問

一

問一 6点（2点×3）
問二 2点
問三 2点
問四 5点
問五 3点
問六 3点
問七 5点
問八 5点
問九 2点
問十 5点
問十一 2点
問十二 5点
問十三 5点
問一 10点（2点×5）

二

問二 4点（2点×2）
問三 5点
問四 3点
問五 5点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 5点
問十 3点

合 計 100点

試験日

文系

講評 国語公募推薦入試の採点を終えて

■解答方法は、全試験日・全問マーク式

出題の内容・出題のねらい
　公募推薦入試の国語では出題対象を現代文に限定し、例年、大問を
2 題用意しています。〔一〕論説的な文章（配点 50 点）、〔二〕文学
的な文章（配点 50 点）という構成です。すべてマーク式で、各設問
の選択肢は４～５つが標準です。
　公募推薦入試の国語は、一般選抜入試とは異なり、受験生の高等学
校における学習到達度をはかることを目的としています。
　2025 年度の出典は、

〔11 月 16 日〕森一郎『世代問題の再燃　ハイデガー、アーレント
とともに哲学する』、多和田葉子『エクソフォニー　―母語の外へ出
る旅』

〔11 月 17 日〕福岡伸一『新版　動的平衡３　チャンスは準備され
た心にのみ降り立つ』、横光利一「御身」

〔11 月 23 日〕中川毅「実在した過去」、中野好夫『文学の常識』でした。
　いずれの問題も、漢字・語彙・熟語・文学史といった基礎知識だけ
でなく、文章の趣旨やそれぞれの文脈を理解し、内容の展開を論理的
に把握できる基礎学力を問うています。これらは高等学校における国
語の到達目標であると同時に大学での学びの前提になります。

結果を振り返って
● 11 月 16 日

〔一〕森一郎『世代問題の再燃　ハイデガー、アーレントとともに哲
学する』
　（問一）a の正答率は約 1 割。４を選択した答案が約 5 割ありまし
たが、「典型的な」の語句の意味としては２の「特徴をよく表している」
が適切です。（問二）h の正答率は約 4 割 5 分。「予備」は「予め備える」
で、修飾 - 被修飾の関係です。6 の「腹痛」を選択した答案が約 3 割
ありましたが、「腹が痛い」となりますので主語 - 述語の関係です。（問
四）正答率は 5 割 5 分。４を選択した答案が約 3 割 5 分ありました

が、「家事は家の現状を維持する作業になってしまった」を現代の特
徴として述べている点が誤りです。（問五）正答率は約５割。３を選
択した答案が約４割ありましたが、「物性を失っていく」ことは「鮮度」
を失ってすぐにゴミに近づいてしまう」ことではないため、誤りです。

（問七）正答率は約５割。１を選択した答案が約３割ありましたが、「着
物」には「衣料の消費が必要となる」が誤りです。（問九）正答率は
約４割。１と３を選んだ答案がそれぞれ約 1 割強ありましたが、１
は「家事は同じことの空しい繰り返しだから可能的ゴミとなった「衣
料」が家事労働者に復讐しているんだ、というこの文章の主張」が誤
りです。「衣料」による「復讐」の要因は「空しい繰り返し」にある
のではありません。３は「本当のところは両者が似ていて」が、リー
ド文からみても誤りです。（問十）丁の正答率は約 5 割。「今日の社
会における衣料の特異性」があらためて述べられるのは、第 12 段落
冒頭の「衣料の場合はどうか。」からです。

［二］多和田葉子『エクソフォニー　―母語の外へ出る旅』
　（問七）正答率は約５割。１を選んだ答案が約２割、５を選んだ答
案が約１割４分ありましたが、１は「nicht（英語の not）は唯一発
音しやすい単語」が、５は「ドイツの国内では強調して読むことが禁
止されている」が誤りです。（問九）正答率は約４割７分。１を選ん
だ答案が約１割２分、２を選んだ答案が約２割５分ありました。１は

「ネイティブ・スピーカーと同様になまることなく喋るためには」と
ある部分が、２は「力説している」とある部分が誤りです。（問十）
正答率は約４割６分。２と５を選んだ答案がそれぞれ約１割９分あり
ましたが、２の『五重塔』は幸田露伴の、５の『三四郎』は夏目漱石
の代表的な作品です。

● 11 月 17 日
〔一〕福岡伸一『新版　動的平衡３　チャンスは準備された心にのみ
降り立つ』
　（問一）正答率は約１割。１を選んだ答案が約６割、３を選んだ答
案が約２割ありましたが、「相克」は「人間の脳の思考原理」と「生

試験日 11/16

文系

大
問

一

問一 6点（2点×3） 
問二 10点（2点×5） 
問三 4点
問四 4点
問五 3点
問六 3点
問七 4点
問八 4点（2点×2） 
問九 4点
問十 8点（2点×4） 

二

問一 10点（2点×5） 
問二 4点
問三 4点（2点×2）
問四 4点（2点×2） 
問五 5点
問六 5点
問七 5点
問八 5点
問九 5点
問十 3点

合計 100 点

11/17

大　
問

一

問一 3点
問二 8点（2点×4） 
問三 4点
問四 3点
問五 4点
問六 5点
問七 8点（2点×4） 
問八 5点
問九 5点
問十 5点

二

問一 10点（2点×5） 
問二 5点
問三 4点
問四 5点
問五 5点
問六 4点
問七 4点
問八 5点
問九 5点
問十 3点

合計 100 点

11/23

大　
問

一

問一 10点（2点×5） 
問二 4点（2点×2） 
問三 4点
問四 4点
問五 4点（2点×2） 
問六 4点
問七 4点
問八 4点
問九 4点
問十 8点（2点×4） 

二

問一 10点（2点×5） 
問二 4点
問三 4点
問四 4点（2点×2） 
問五 4点
問六 4点（2点×2） 
問七 4点
問八 4点
問九 4点
問十 5点

問十一 3点
合計 100 点
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命本来の構築原理」が互いに勝とうと争うことという意味になります。
〔二〕横光利一「御身」
　（問一）漢字の問題。ア、エ、オの正答率は９割以上、イの正答率
は約８割でした。ウの正答率は約４割でした。ウは「帳場」ですので
５の「帳尻を合わせる」が正答です。（問二）正答率は約５割５分。（問
三）正答は４ですが、正答率は１割弱でした。４割が選択肢３、２割
が選択肢６を選んでいました。まず、X に入るものは「いよいよ」か

「ますます」のどちらかと考えられます。Ｙの選択肢では、「彼」が姪
の番をしなくてはならないのにうっかり本に夢中になってしまうと姪
が危険な行為におよぶと書かれているため、「うかうか」が入ると考
えられ、４が正答となります。選択肢３の「しぶしぶ」は「不本意な
がら、仕方なく」という意味のため、本文の「本に読み耽る」という
表現と一致しません。選択肢６の「ゆったり」は姪の番を任されて努
力する彼の様子として最もふさわしいとはいえません。Z には何もで
きないもどかしさにいらだちつつも姪を見張る様子が書かれているた
め「いらいら」が入ります。（問四）正答率は約５割３分。（問五）正
答率は約４割５分でした。努力しても姪に慕ってもらえない「彼」が
精神的につらい状況に置かれていることを示しているため、５が正答
になります。3 割以上が選択肢３を選んでいました。（問六）正解は２。
正答率は４割５分弱でした。空欄の前で「傍にいるからと思って安心
されると困る」と言っておきながら結局姉に信用されると「その気で
愚痴を言いながら幸子の守をした」彼は「お人好し」であると解釈で
きます。４を選択した人が４割弱でしたが、「信用されて」いるため

「お調子者」になっているわけではないと考えられます。（問七）正答
率は約８割８分。（問八）正答率は５割５分。（問九）正答率は約５割
２分。（問十）正答は１『山の音』です。２『機械』は問題文の作者
の横光利一の作品です。３は芥川龍之介、４は志賀直哉、５は太宰治
の作品です。２を選択した人が１割６分、３を選択した人が２割６分、
４を選択した人が３割いました。

●１１月２３日
〔一〕中川毅「実在した過去」
　（問二）ｆの正答率が 5 割強でした。選択肢４を選んだ答案が 2 割
5 分ほどありましたが、前半部「はっきりとした根拠に基づいて」が
誤りです。また、選択肢１を選んだ答案が 1 割強ありましたが「真
実に」という部分が誤りです。（問五）Ⅱの正答率が 1 割以下でした。
選択肢２「はたして」は、「やはり」・「案の定」と同じように、結果
が予想した通りであった、見込み通りであったという意味をもちます。
空欄Ⅱの前に「もし～なら」と予想、見込みを表す表現があり、空欄
Ⅱの後にその予想の通りであったことが表現されているため、「はた
して」が最も自然な表現となります。選択肢４「おまけに」を選んだ
答案が約 4 割ありましたが、「おまけに」は「そのうえ」、「ついでに」
という意味で、予想や見込み表現を受けた箇所には合いません。また、
選択肢３「とりわけ」を選んだ答案が 2 割 5 分ほどありましたが、「と
りわけ」は「特に」・「ことのほか」という意味を持ち、やはりこの箇
所には合いません。（問六）正答率が約 4 割でした。正答の選択肢１
は第 13 段落「七万回の夏と冬は、七万年の時間に必ず対応している
だろうか」に該当します。この課題文においては、伝統的な宗教者は

「過去が現在と似ていない」（＝天地創造や天変地異が存在した）と考
えているため、水月湖の７万枚の年縞も天変地異などで時間をかけず
に成立したと考えることが可能ではないかと反論しているということ
になります。選択肢５を選んだ答案が約５割ありましたが、「天変地異」
は「宗教的」な立場にとって「精査」（第２段落）を行う対象ではあっ
ても、存在の有無そのものを「論証」するような対象とはされていま
せん。そのため「明確に論証することが難しい」という表現は「宗教
的な反論」とは合致しません。（問七）正答率が約 5 割でした。「」（か
ぎ括弧）を使用することの効果には、引用や会話文、語句の強調など
がありますが、当該箇所では、距離的にはるか遠い宇宙を観察すると
いう行為がそのまま時間的にはるか遠い過去を観察することにもなる
という一種の二義性を強調し、そこに目を向けさせるために使用して
います。選択肢１を選んだ答案が 2 割ほどありましたが、当該箇所

は一般的な事実を強調しているわけでは無いため、正答の選択肢２が
より適切です。

〔二〕中野好夫『文学の常識』
　（問二）正答率は約６割。４を選択した答案が約２割ありましたが、

「従来の考え方」は芸術が「模倣や娯楽」から生まれたとみるものな
ので、誤りです。（問六）a の正答率は約５割 5 分。「とりもなおさず」
の語義は「そのまま」です。（問七）正答率は約６割。２を選択した
答案が約１割 5 分ありましたが、「母親が父親に殺された」が本文内
容とは反対なので、誤りです。（問八）正答率は約 5 割５分。「牽強付会」
の語義は５です。（問十）正答率は約 5 割。１と 5 を選択した答案が
それぞれ約 1 割強ありましたが、１は祭式での跳躍の動作や踊りの
しぐさは第５段落の内容からみて「物真似」ですから、誤りです。５
は「祭祀と芸術の関係を実証した研究はまだない」が、第 1 段落の
内容からみて誤りです。（問十一）正答率は約 5 割。ロンドンに留学
したのは夏目漱石で、『夢十夜』は夏目漱石の作品です。

アドバイス
　国語の基礎学力は、読書の質と量に深く関係します。教科書を中心
とした高等学校での授業に加え、本や新聞や雑誌、何かを調べるため
の資料など、日常的に読書の機会を設けましょう。教科書に掲載され
ているレベルの文章を繰り返し味読して語彙の量を増やし、内容展開
や表現の仕方といった文章の特徴を捉え、文脈や文章全体の構造を把
握できるように訓練しておきましょう。
　漢字の知識や語彙力も重要です。特に漢字の問題は例年出題されて
おり、配点も少なくありません。高等学校までに習った漢字の読みや
意味をきちんと理解しておきましょう。また、文学史に関する基礎的
な事項についても復習しておきましょう。
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語

29

流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。

国

語

29

流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。
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流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。

国

語
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流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。
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流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。

国

語
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流れのとおりに出来事を配列させることで、文章の読解力をはかる設
問です。正答率は約7割5分。（問三）正答率は約7割5分。「風の強
い日だったので」で始まる段落に注意すれば、正解に至るはずです。
（問四）文脈を正確に理解する力と選択肢の語句の意味を理解する
力を見るものです。Ⅰの正答率は約7割5分でしたが、Ⅱの正答率は
約2割5分と低いものでした。Ⅱは「心の重さは、新たに抱え込んだ
不明の重さであったのかもしれぬ。」という表現に注意し、文章の
隅々まで丁寧に読むことが重要です。（問五）正答率は約7割。直前
の「今まで見えていなかったものをも見せてくれた。」や直後の「心
の重さは、新たに抱え込んだ不明の重さであったのかもしれぬ。」の
表現に注意すれば、正解に至るはずです。（問六）正答率は約9割。
（問七）正答率は約8割5分。（問八）正答率は5割強。2を選択した
解答が約3割もありましたが、2は季節の移り変わりを雲の変化に
よって知るということと矛盾しています。（問九）正答率は約5割5
分。本文の「ふと気がついてみれば、あの夕べの雲はもう夏の雲では
ない。山路にはいつから秋が訪れているのであろう。」「あれはもう夏
の雲ではない、という秋の認識」などの表現に注意が必要です。
〔二〕の本文には、和歌や抽象的な表現があって難しく感じた人も
いたかもしれません。日頃から多様な文章に慣れ親しむよう心がけま
しょう。
●11月22日
〔一〕寺田寅彦「科学者と芸術家」
（問一）は二字熟語の構成に関する設問ですが、正答率はａ～ｅの
いずれもほぼ9割と良い成績でした。（問二）正答率は5割以下。「関
係のな

●

い
●

表現」を選ぶという条件に注意する必要があります。（問三）
選択肢にある各語の意味が理解できているかどうかを見る設問です。
正答率は約4割で、1を選んだ誤答が約3割5分ほどありました。語
彙を豊かにするよう努めてほしいと思います。（問四）正答率は約6
割5分。〔 ① 〕～〔 ④ 〕の空欄前後の文脈に注意をする必要
があります。（問五）正答率は約9割5分。（問六）「肝胆相照らす」
の意味を知らない受験生が多かったようで、正答率は約3割5分でし
た。（問七）「世間には科学者に一種の美的享楽がある事を知らぬ人が
多いようである。」ではじまる段落を注意深く読めば正解に至ること
ができます。正答率は約7割5分でした。（問八）正答率は9割弱。
（問九）「畢竟（する）」の意味を知らない人が多かったと見えて、正
答率は約2割でした。（問十）正答率は約7割5分。科学者と芸術家
が製作や研究に没頭できる場合のことについては、主として「夏目漱
石先生がかつて」ではじまる段落に書かれています。それを手がかり
にして、ここでは「没頭できな

●

い
●

」場合について考えることになりま
す。（問十一）正答率は約9割5分と良く出来ていました。

おんちょう

〔二〕津村記久子「篠村兄弟の恩寵」
ほとんどの設問で7割以上の正答率であり、正答率が6割程度にと
どまったのは以下の2問のみです。（問二）ｂ「偶発的に」の意味を
問う問題ですが、4割近くの受験生がこの単語を知らなかったようで
す。（問六）4分の1の受験生が選択肢1を選んでいました。選択肢
1は、「人柄の良い窓井は、いつ誰に対しても明るく親切に振る舞う
ので、兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはなら
ない…」とあります。確かに、第5段落の冒頭には「窓井は人柄もよ
かった」とありますし、第8段落冒頭には「窓井はどこでも愛される
選手だった」とあります。しかし、本文には、「いつ誰に対しても明
るく親切に振る舞う」というようなことも、そのことを根拠にして
「兄弟に示してくれた好意に過剰な意味があると解釈してはならない」
というようなことも書かれていません。よって、選択肢1は正解では
ありません。むしろ、本文からは、家の事情を知らない窓井がまるで
兄弟のことをよく知っているかのように助けてくれるから、窓井につ
いて靖がつい特別な解釈をしてしまいそうになる（が、現実にはその
ような解釈はありえないことを分かっている）ことが読み取れるはず
です。
●11月23日
〔一〕青山拓央『心にとって時間とは何か』

おぼ

（問一）正答率はａが約8割、ｂが約4割、ｃが約4割。ｂは「覚

える」に「感じる」という意味があることを知っていれば正解できま
す。ｃは「廉価」が「安い値段」という意味であることを知っていれ
ば正解できます。（問二）正答率は約8割。（問三）正答率は約4割。
3を選んだものが約5割ありましたが、「十年一日」は、長い年月の
間、変わることなく同じ状態であることという意味なので、題意に合
致しません。（問四）正答率は約4割。第8段落を読めば正解が分
かります。（問五）正答率は約6割。（問六）正答率は約9割。（問七）
正答率は約6割。（問八）正答率は約4割。波線部Ｃの直前を読めば
正解は明らかです。（問九）正答率は約1割でした。「不惑」は『論
語』に由来しますが、現代においても常用されています。（問十）正
答率は約6割。（問十一）正答率は約6割。（問十二）正答率は約8割。
（問十三）正答率は約3割。本文の主旨は第6段落の最後の文で示
されており、第7段落以降はその説明になっています。
〔二〕石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』
（問一）漢字の設問。いずれも正答率は7～9割弱。（問二）正答率
は8～9割強。（問三）正答率は約6割。2を選択したものが約3割
ありました。患者たちは見慣れぬ機械そのものを恐れているのではな
く、開始される検査の内容が想像できずにとまどっていることが読み
取れるため、3のほうが適切です。（問四）正答率が1割強で、7割
強の答案が1を選択していました。「鼻白む」は「気おくれした顔を
する、きまりわるそうなためらった様子をする」「興ざめがする、不
愉快な気持ちになる」などの意です。（問五）正答率は約7割。医師
と患者のやりとりの短い時間の中に患者のそれまでの長い経験がつ
まっていると解釈できます。（問六）（問七）（問八）の正答率はいず
れも約7割。（問九）正答率は5割弱。1を選択した答案が約3割あ
りましたが、具体的な患者の生活上の困難が本文に詳細に描かれては
いないためふさわしくありません。（問十）正答率は約2割。他の選
択肢もそれぞれ1割強～2割強まで選択されていました。まず、教師
であった経験によって広く知られ、熊本に赴任もしている作家は夏目
漱石です。それをふまえて漱石の作品を探すと正解に至ります。

アドバイス
国語の学力は、読書の質と量に深く関係します。試験の対策として
は、日頃から高等学校での授業に真剣に取り組むことを何よりも推奨
します。教科書に登場する評論・小説・随筆などは、日本語の文章と
して指標となるようなものばかりです。何度も音読して、日本語の文
章のリズムを体で覚えてしまうようにしたいものです。その上で、新
聞のコラムや社説などに目を通したり、有名な小説や随筆を収めた文
庫本や論理的な文章を収めた新書などを読んだりして、さらなる読解
力を養うのが良いでしょう。新書には高校生にも読みやすいように編
集されたシリーズがあります。なかには、他の教科に関する知識を得
るのにも役立つものがあり、有益だと思います。
漢字の問題は、例年出題されてきており、また配点も小さくありま
せんから、高等学校までに習った漢字をよく復習しておくことが大切
です。マーク式では、同音の漢字から正答を選ばせる問題が多いです。
まぎらわしい選択肢が少なくありませんから、同音語の違いについて
しっかり学習しておくことが求められます。何よりも普段から語句の
意味に注意を払う習慣を身に付けることが重要でしよう。日頃の読書
のなかで、読めない漢字、意味の分からない語句に出会ったら、国語
辞典や漢和辞典ですぐに確認するように心がけてください。文学史に
関する基本的な事項についても復習しておく必要があります。
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